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日
出
勤
も
さ
せ
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
安
全
・
安
定
輸
送

が
脅
か
さ
れ
る
」
と
、
報
告
と
と
も
に
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
に

訴
え
た
。

続
い
て
、
北
海
道
貨
物
協
議
会
・
金
子
議
長
、
関
東
貨

物
協
議
会
・
吉
田
事
務
長
、
東
海
貨
物
協
議
会
・
瓜
田
議

長
か
ら
決
意
表
明
を
受
け
、
東
日
本
本
部
・
坂
本
副
青
年

部
長
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
・
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
集
会
を
終
え
た
。

昼
食
休
憩
後
、
東
京

学
院
内
で
「
Ｊ
Ｒ
貨
物

の
現
状
と
経
営
課
題
」

と
題
し
て
、
本
部
・
本

間
中
執
か
ら
報
告
を
受

け
る
学
習
会
を
開
催
。

行
動
集
約
を
行
っ
た

後
、
一
日
の
行
動
を
終

了
し
た
。

解
決
を
め
ざ
す
」
と
、
決
意
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
各
参
加
団
体
や
支
援
・
共
闘
の
仲
間
か

ら
の
激
励
と
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
な
が
ら
、
一
日
目

の
座
り
込
み
行
動
を
終
了
し
た
。

地
本
は
本
部
指
示
に
基
づ
き
、
一
八
日
午
後
か
ら
地
区

な
い
」
と
し
て
い
る
。

更
に
四
日
後
の
二
一
日
、
横
浜
支
社
・
千
葉
支
社

な
ど
に
在
籍
す
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
組
合
員
と
Ｊ
Ｒ
東
労

組
を
除
名
さ
れ
た
元
組
合
員
ら
が
、「
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
労
働
組
合
」
を
結
成
し
た
。
委
員
長
に
は
横
浜
の

本
間
氏
、
副
委
員
長
に
は
千
葉
の
野
口
氏
、
書
記
長

に
は
高
崎
の
小
林
氏
が
就
任
し
た
。

こ
の
組
織
の
結
成
宣
言
に
は
、

「
松
崎
前
顧
問
を
『
創
始
者
』
と

崇
め
、
そ
の
目
的
を
、
松
崎
前

顧
問
を
守
る
こ
と
へ
歪
曲
し
た
」

「
横
領
疑
惑
な
ど
の
真
相
究
明
を

求
め
る
役
員
・
組
合
員
に
『
文

句
が
あ
る
の
な
ら
組
合
を
出
て

行
け
』
『
役
員
を
辞
任
し
ろ
』

『
組
合
員
と
し
て
認
め
な
い
』

『
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加
を
認
め
な

い
』『
横
領
な
ど
な
い
。
権
力
の

で
っ
ち
あ
げ
』
な
ど
と
言
い
逃

れ
、
疑
問
に
真
摯
に
答
え
な
い
」。

さ
ら
に
、「『
代
議
員
へ
の
立
候

補
』『
会
計
記
録
の
閲
覧
』
を
求

め
た
組
合
員
に
『
組
織
破
壊
者
』

の
レ
ッ
テ
ル
を
張
り
、
執
行

権
・
組
合
員
権
を
剥
奪
し
た
」

「
常
軌
を
逸
し
た
追
及
行
動
が
行

な
わ
れ
、『
安
全
・
安
定
輸
送
』

が
脅
か
さ
れ
か
ね
な
い
」「
Ｊ
Ｒ

東
労
組
を
牛
耳
る
革
マ
ル
派
系

役
員
に
よ
る
暴
挙
は
、
そ
の
暴

走
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
」
と

書
か
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
東
労
組
内
部
か
ら
も
悲
鳴
と
落
胆
の
声
が
出

て
お
り
、
ま
さ
に
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
再
生
は
不
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
《
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
労
働
組
合
結
成

宣
言
》
」
が
、
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
い
る
。

近
々
出
さ
れ
る
判
決
は
司
法
判
断
と
な
る
が
、
こ

れ
か
ら
し
ば
ら
く
、
Ｊ
Ｒ
内
労
働
組
合
組
織
（
特
に

Ｊ
Ｒ
東
労
組
）
の
動
向
に
つ
い
て
、
目
を
離
せ
な
い

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

今
月
一
七
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
浦
和
電
車
区
脱
退
・
退

職
強
要
事
件
の
判
決
が
東
京
地
裁
で
言
い
渡
さ
れ
る
。

こ
の
事
件
は
〇
一
年
二
月
二
八
日
、
当
時
浦
和
電
車

区
運
転
士
で
あ
っ
た
Ｙ
氏
に
対
し
強
制
的
に
東
労
組
を

脱
退
さ
せ
、
更
に
七
月
三
一
日
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
を

も
辞
め
ざ
る
を
得
な
く
し
た
事
に
対
し
て
、
〇
二
年
一

一
月
一
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
大
宮
地
本
梁
次
副
委
員
長
ら

東
労
組
組
合
員
七
名
が
強
要

（
強
要
罪
・
刑
法
第
二
二
三
号
）

し
た
と
し
て
逮
捕
・
起
訴
さ
れ

た
も
の
。

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
毎
回
の
公
判

へ
「
負
け
ら
れ
な
い
裁
判
」

「
冤
罪
」「
公
安
に
よ
っ
て
仕
組

ま
れ
た
」
と
し
て
組
合
員
を
大

量
に
動
員
し
、
更
に
裁
判
へ
の

疑
問
を
呈
す
る
組
合
員
に
は
権

利
停
止
や
除
名
を
乱
発
し
、
既

に
一
五
〇
名
以
上
が
制
裁
を
受

け
て
い
る
。

七
名
の
被
告
の
内
、
既
に
ハ

レ
ン
チ
行
為
で
退
職
し
た
者
を

Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
で
雇
い
入
れ

る
な
ど
、
不
可
解
な
動
向
に
対

し
て
も
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

そ
う
し
た
中
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組

浦
和
電
車
区
事
件
判
決
を
一
ヵ

月
後
に
控
え
た
六
月
一
七
日
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
長
野
地
方
本
部

（
Ｊ
Ｒ
総
連
）
と
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
長
野
地
方

本
部
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）
が
共
催
で
、「
今
後
の
Ｊ
Ｒ
労

働
運
動
を
考
え
る
長
野
県
集
会
」
を
開
催
し
た
。

そ
の
集
会
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は

『
革
マ
ル
』
的
思
想
を
持
ち
込
み
、
独
善
的
な
組
織

運
営
を
繰
り
返
す
異
常
な
労
働
組
合
」「『
暴
力
』
や

『
排
除
の
論
理
』
で
は
認
識
の
一
致
は
は
か
れ
ま
せ

ん
し
団
結
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
」「
若
い
組
合
員
に
将

来
を
託
せ
る
労
働
組
合
を
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

国
労
本
部
提
起
の
六
月
期
中
央
行
動
が
、
一
八
日
か
ら

二
二
日
ま
で
取
り
組
ま
れ
た
。

行
動
の
主
催
を
四
者
・
四
団
体
と
し
、
国
土
交
通
省
・

鉄
道
運
輸
機
構
に
対
し
「
交
渉
テ
ー
ブ
ル
」
設
置
を
求
め

る
こ
と
を
内
容
と
し
た
も
の
。

突
入
集
会
冒
頭
で
あ
い
さ
つ
を
し
た
国
労
本
部
・
佐
藤
委

員
長
は
、「
国
労
採
用
事
件
公
判
が
七
月
一
一
日
に
決
定
し
、

北
海
道
に
続
き
民
主
党
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
対
策
委
員
会
も
設
置

さ
れ
た
。
国
鉄
闘
争
連
帯
カ
ン
パ
箱
は
九
七
五
件
千
三
百
万

円
集
ま
っ
た
。
一
万
人
ア
ピ
ー
ル
運
動
も
目
標
の
一
万
人
を

越
え
、
七
月
に
は
政
府
に
提
出
し
集
会
を
開
催
す
る
。
更
に

自
治
体
決
議
も
六
九
九
議
会
一，

〇
五
九
に
上
る
な
ど
政
治

環
境
は
整
っ
た
。
我
々
の
団
結
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
政
治

六
月
八
日
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
本
社
前

で
、
夏
季
手
当
三
・
〇
ケ
月
満
額
支

給
を
求
め
、
全
国
貨
物
協
議
会
が
主

催
す
る
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

中
曽
根
副
議
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
本
部
・
佐
藤
委
員
長
、
東
日
本

本
部
・
伊
藤
委
員
長
、
全
国
貨
物
協

議
会
・
星
野
議
長
、
東
京
地
本
・
笹

原
書
記
長
か
ら
挨
拶
を
受
け
た
。

各
氏
挨
拶
の
中
で
、「
不
採
用
問
題

は
四
者
・
四
団
体
が
ま
と
ま
っ
て
要
求

を
提
出
し
て
お
り
、
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。
貨
物

夏
季
手
当
に
つ
い
て
は
三
回
交
渉
を
行

っ
て
き
た
。
厳
し
い
生
活
実
態
か
ら

三
・
〇
ケ
月
要
求
は
譲
れ
な
い
。
貨

物
会
社
は
六
期
連
続
黒
字
で
社
員
に

は
感
謝
し
て
い
る
と
い
い
な
が
ら
、

社
員
へ
の
還
元
を
果
た
し
て
い
な
い
。

他
労
組
も
二
・
六
ケ
月
以
上
を
要
求

し
て
い
る
。
民
営
化
以
降
、
鉄
道
部

門
の
社
員
数
は
半
減
し
た
の
に
、
売

上
高
は
六
割
増
加
、
資
産
も
二
倍
近

く
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
社
員
は

要
員
不
足
で
年
休
が
取
り
づ
ら
く
休

本
部
・
支
部
別
に
地
元
国
会
議
員
（
国
土
交
通
委
員
・
厚

生
労
働
委
員
）
に
対
す
る
要
請
行
動
も
取
り
組
ん
だ
。

一
九
日
か
ら
も
同
様
の
行
動
が
取
り
組
ま
れ
、
最

終
日
の
二
二
日
ま
で
、
延
べ
一，

五
〇
〇
人
が
行
動

に
参
加
し
た
。
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六
月
一
六
日
恒
例
と
な
っ
た
、
福
対
部
・
教
宣
部

共
催
に
よ
る
国
労
東
京
労
働
講
座
が
南
部
労
政
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
の
講
座
は
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
つ

い
て
考
え
る
」
を
、
働
く
者
の
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
東
京
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
・
色
部
祐
氏
、「
年
金

を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
制
度
改
善
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
を
、
社
会
保
険
労
務
士
の
滝
口
修
一
氏

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
受
け
た
。

色
部
氏
は
、「
五
月
三
一
日
朝
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
過
労

死
自
殺
特
集
が
放
送
さ
れ
、
東
京
セ
ン
タ
ー
に
全
国

か
ら
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。
長
時
間
労
働
に

よ
り
二
〇
代
三
〇
代
の
若
い
労
働
者
が
健
康
破
壊
や

死
亡
、
う
つ
病
の
発
症
な
ど
で
自
殺
に
追
い
や
ら
れ

て
い
る
。
構
造
改
革
路
線
に
よ
る
労
働
の
場
で
の
市

場
主
義
・
競
争
原
理
に
よ
り
過
労
死
、
過
労
自
殺
、

社
会
保
険
庁
の
業
務
の
怠
慢
も
あ
る
。
起
こ
る
べ

く
し
て
お
き
た
問
題
。
そ
し
て
、
被
害
者
救
済
の

法
律
を
作
っ
て
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は

問
題
」
と
訴
え
、
あ
わ
せ
て
社
会
保
障
制
度
の
意

義
、
厚
生
年
金
に
つ
い
て
、
特
に
給
付
額
の
計
算

方
法
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
易
い
説
明
が
さ
れ

た
。更

に
急
遽
で
は
あ
っ
た
が
、
三
月
末
に
制
度
変
更

が
提
案
さ
れ
、
二
ヶ
月
あ
ま
り
で
修
正
提
案
さ
れ
た

「
新
た
な
再
雇
用
制
度
（
エ
ル
ダ
ー
社
員
）」
に
つ
い

て
、
国
労
東
日
本
本
部
・
藤
野
副
委
員
長
か
ら
、
交

渉
経
過
や
修
正
提
案
の
内
容
報
告
が
行
わ
れ
た
の
ち

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

内
容
が
い
ず
れ
も
タ
イ
ム
リ
ー
で
、
参
加
者
か
ら

の
質
問
が
相
次
ぎ
、
時
間
を
大
幅
に
延
長
し
た
労
働

講
座
と
な
っ
た
。

名
に
振
り
仮
名
が
な
い
の
で
読
み
方
を
間
違
え
や

す
い
こ
と
、
手
続
き
を
事
業
所
に
や
ら
せ
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
い
ま
の
厚
生
年
金
法
は
既
得
権
を

保
護
し
な
が
ら
九
八
回
ぐ
ら
い
改
定
し
『
附
則
』

が
膨
大
な
量
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
間
違
い
が

起
き
や
す
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
記
録

を
廃
棄
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
言
語
道
断
で
あ
る
。

六
月
一
五
日
、
第
三
五
回
国
労
東
京
委
員
長
杯

争
奪
軟
式
野
球
大
会
に
向
け
た
キ
ャ
プ
テ
ン
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。

地
本
野
球
審
判
団
坂
本
審
判
長
よ
り
、
今
年
度

の
ル
ー
ル
改
正
、
特
別
ル
ー
ル
の
変
更
点
な
ど
説

明
を
受
け
た
後
、
①
準
備
支
部
の
取
り
扱
い
、
②

他
労
組
員
参
加
の
人
数
、
③
地
区
本
部
選
出
と
支

部
選
出
の
整
合
性
な
ど
の
議
論
を
行
っ
た
。

結
果
、
①
今
年
の
準
備
支
部
は
新
橋
支
部
と
し

参
加
は
二
チ
ー
ム
と
す
る
、
②
他
労
組
員
参
加
の

制
限
は
設
け
な
い
が
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
除
く
、
③

今
後
は
全
体
の
意
見
を
聞
い
て
チ
ー
ム
編
成
の
変

更
は
あ
り
う
る
が
、
今
年
は
支
部
対
抗
を
原
則
と

決
定
し
、
組
み
合
わ
せ
抽
選
に
移
っ
た
。

一
喜
一
憂
の
抽
選
会
の
結
果
、
下
段
の
組
み
合

わ
せ
と
な
っ
た
。
と
に
も
か
く
に
も
怪
我
な
く
親

睦
・
交
流
が
深
ま
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
八
月
・

九
月
の
本
番
に
向
け
た
準
備
を
要
請
す
る
。

メ
ン
タ
ル
不
調
は
増
加
の
一
方
で
あ
る
。
し
か
し
、

労
災
認
定
率
は
二
〇
％
と
低
く
、
あ
き
ら
め
て
労

災
申
請
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
の
人
は
「
弱
い
人
だ
か
ら
」
と
思
わ
れ
が
ち

だ
が
根
本
の
原
因
は
長
時
間
労
働
に
あ
る
。
労
働

組
合
と
し
て
『
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は

一
人
の
た
め
に
』
を
合
言
葉
に
、
労
働
法
制
や
通

達
、
指
針
に
強
く
な
る
こ
と
が
必
要
。
労
安
委
員

会
の
確
立
、
労
働
者
の
権
限
を
つ
け
る
こ
と
で
あ

る
。
日
本
の
異
常
な
働
か
せ
方
を
変
え
て
命
と
健

康
が
大
切
に
さ
れ
る
職
場
と
社
会
を
つ
く
ろ
う
」

と
訴
え
た
。

滝
口
氏
は
、
「
今
国
会
で
話
題
に
な
っ
て
い
る

『
消
え
た
年
金
問
題
』
に
つ
い
て
、
年
金
手
帳
の
氏

日
本
鉄
道
施
設
協
会
に
よ
る
、
新

た
な
資
格
制
度
が
今
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
。

資
格
の
名
称
は
「
レ
ー
ル
エ
ン
ジ

ニ
ア
」「「
レ
ー
ル
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

「
土
木
構
造
物
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
士
」

の
三
種
類
。
資
格
取
得
で
何
ら
恩
恵

は
な
い
が
、
五
月
末
、
初
め
て
の
試

験
が
行
わ
れ
た
。

結
果
は
受
験
者
個
人
に
す
で
に
発

表
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
結
果
と
受
験

者
の
傾
向
を
見
て
驚
き
が
で
た
。
各

試
験
の
受
験
者
と
合
格
者
は
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
…
…
六
七
四
名
中
三
七
四
名
　
五
五．

五
％

エ
キ
ス
パ
ー
ト
…
四
九
九
名
中
　
三
二
名
　
　
六．

四
％

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
…
三
九
二
名
中
二
九
五
名
　
七
五．

三
％

で
あ
り
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
試
験
は
平
成
採
用
者
が
中
心
で
、

エ
キ
ス
パ
ー
ト
試
験
は
助
役
と
主
任
が
中
心
に
受
験
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は
全
体
的
に
受
験
だ
そ
う
で
あ
る
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
な
る
ほ
ど
と
思
え
る

も
の
の
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
の
合
格
率
に

目
を
疑
っ
て
し
ま
う
。

優
れ
た
指
導
者
で
あ
る
は
ず
の
助
役
・
主
任
で
す
ら
狭

き
門
の
レ
ー
ル
エ
キ
ス
パ
ー
ト
試
験
。
試
験
が
予
想
外
に

難
し
い
の
か
、
受
験
者
側
が
少
々
甘
く
見
て
い
た
の
か
、

部
内
試
験
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

平
成
一
九
年
度

新
規
採
用
者
の
皆
さ
ん
へ

今
号
で
予
定
し
て
い
た
皆
さ

ん
の
休
日
内
容
の
お
知
ら
せ
は
、

紙
面
の
関
係
上
次
号
に
て
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

東日本・藤野副委員長


